




































































































































































































































































































































































































































































































研究会議局長（the Director GeneralofResearch Councils）は英国の科学・工学・技
術基盤を維持するために必要な資源に関して貿易産業大臣Ⅰに助言を行うとともに、研究
会議がその使命を達成するために適切な運営がなされているかどうか大臣に助言を行う。























































































































































高等 教 育資 金協 議 会 高 等 教 育機 関 数 大 学資 金助 成 総額 研 究 費助 成 額
イ ング ラ ン ド
（H E F C E ） 136 3，405 704
ス コ ッ トラ ン ド
（SH E F C ） 2 1 55 1 106
ウェール ズ
（H E F C W ） 13 220．5 4 1．5
北 アイル ラ ン ド
（D E N I） ★ 110 20












































項 目 助成額 備考
教育 2，380
研究 704
研究評価に基づいて配分される資金 （Q R ）　 684



































































































































































伝達性海綿状脳症 （transm issible spongifo rm encephalopathies）
構造生物学 （structuralbiology）
農学上重要な形質のゲノム分析
（genom e analysisofagriculturally im portanttraits（GA IT））



















































かな り科 学的 に重要な成果 を優 れた経費効率方 法で生み出 した 非常
に高度 な研究
4 所期 の 目的 に適合 し、且つその分野で十分な知識 を付加 し得た研究
3
関連 した 目的 に適合 し、且つそ の分野で十分な知識 を付 加 し得 た研
究
2
所期 の提案 書か ら期待 された知識 への貢献及 びコス ト効率が不足 し
た研 究
1



































































評価細 目 評価尺度 評価手法 属性又は入力情報 備考
科学的質 （Q S） 評 点は R AE 96 同様 に 7 段 階 評価分野 B B SR C の一般研究費で給与を評価対象期間 ：1992 年 4 月～
（1 ～ 5 央）である。
評価基準
・著作物 又 は審査が あ る成果
物 の科 学 的又は技術 的優秀
研究 リー ダー を最小評価 単 得 て いる研 究 リーダー を対象 1996 年 3 月





・評価対 象期間 の研 究 リー ダ
ー とそのスタッフの詳細
指定期 日 ：1996 年 3 月 31 日
さ ・常設委員会の comi ttee に ・評価対 象期間 内の研 究 リー
・研 究 リー ダーの優秀 性 と当 対 応 した 5 つ の委員会 を設 ダー毎の著作物 （4 件まで）
該課題 に対する貢献度 置
・委員構成は RA E 92 及び 96
の評価 メ ンバー と一部 の常
設委員会委員




戦略的なユーザ との関連 鳴R ） ・B B SR C の戦略 又 は技 術予 専門委員会 による評価 B B SR C の資金で賄われて いる指定期 日 ：1996 年 3 月 31 日
測 との関連 （酉己点6 ）
・ユーザ との協力 （配点 3 ）
・学際的研究 栖己点 1）
・常設委員会の D irectorates 研 究 プ ロジェク トを含 む プ ロ
グラム につ いて指定 され た情
報を提出
ユ ー ザ との 技 術 的 相 互 関 係 政策 ：各機 関が持 って いる方 委員会 による評価 ・技術活 用 に関す る方針や 活 評価 対象期 間 ：1994 及び 95
巾 ） 針や考 え方 の有無 （6 項 目） ・ユーザ関係者による委員会 動を吉改 注したもの 年度
実績 ：ユーザ とのつなが り （4 ・各機関の代表者 との対話 （1 ・特許数 、 コンサ ル タ ン ト依
項 目） 時間） 頼、等
表4．2且2－2　評価細目毎の評価方法（2／2）（原典BBSRC）
評価細目 評価尺度 評価手法 属性又は入力情報 備考
研究者 ・技術者養成 佃 ） 定量的 定量的データと委員会による ・大学院生数 （博士課程、修 対象期間 ：1992～1995 の学術








外部資金獲得 （O F ） B IISE C の一般研究費供与の外 数値比較 外部資金と一般研究費の比率 対象期間 ：1992 年4 月～1996
部資金獲得への効果 を算出 年 3 月
将来性 評価尺度と配点 委員会による評価 ・次期4 年の計画書
・科学への貢献度 （配点 4．5） ・有識者か らなる訪問調査団 ・Q S，SR ，叩，O F の評点結果





























































































































































































































































1996／97 年度のプログラム概要提案数 詳細提案数 採択数 採択率☆（％）
Children 5－16 296 57 22 38
Cities：Com petitivenessand
Cohesion 156 53 23 43
H eal th Variations132 30 13 43
European ContextofU K
SciencePolicy PhaseIII 17 6 35
Innovation PhaseII120 29 12 41
Risk and H um an Behaviour








































A lpha 研究分野 の知識の増進 と発展 に寄与す る研 究
A lpha ＋ 非常 に優秀 （outstanding）
A lpha 重要 （im portant）
A lpha － 意義 （signi丘cant）あ り




















応募数 Alphaの数 採択数 採択率





































































































































































































評価項 目 定義と評価尺度 入 力情報 備考
研究 の質 ：Q uah ㊥ 国際的観点か らの研究の本質的な優秀性 （テーマ中の個々 ・研究助成の数、助成された研究 のレベル
のプロジェク トの質の分布） ・成果報告書の評価ランク
5 ：大半が世界最先端 ・研究助成を受けた学科 とその大学の研究評価
・ 4 ：大半が国際的競争レベル （RA E ）の評点
3 ：大半が国内的競争レベル
2 ：英国の科学 工学研究の現状にあまり貢献 しない
1 ：英国の科学1工学研究の現状にほとんど貞献 しない
・アンケー ト結果
人材 ：P eople 習熟者 （大学院奨学生及び研修生）の成果 と雇用側の要 ・1年あたりの大学院奨学生の数 雇用側とは大学、産業、
求 との整合性 ・研修助成を受けた職種の数 と性格 官庁等である。
5 ：雇用側の要求に合致 ・研修生の数 と報告者の評価 アンケー ト調査が重要





波及効果 ：Im pact 他の研究に対する潜在的波及効果 ・テーマ中の研究分野のブレークダウン （プロ 1998 年よ り導入された






産 業 界 の 利 用 可 能 新規あるいは改良された製品、プロセス及びサービスを ・ユーザとの共同研究の数 （テーマ中の）
性 ：E xploitabilib T通じた富の形成や生活の質的向上に対する貢献可能性 ・研究助成へのユーザの投資額
5 ：可能性が非常に高い ・産業界との共同研究である u N K 、R O P A の
4 ：可能性が高い 数 と比率
3 ：可能性は中程度 ・企業 と大学の協力制度 （TC S 及び CA SE ）
2 ：可能性は限定的 の支援状況








































































































































































































































































































































































生物の多様性 （Biodiversity） 生物の多様性の把握 と保護
環境 リスクと障害 遺伝子組み替え操作生物 の利用 を含めた極端な事象
（E nvironm entalrisks and hazards）の予測 と運用ニーズのための迅速な環境評価
グローバルチ ェンジ （G lobalchange）時間的及び空間的規模の予測を含む
自然資源 （N aturalresources）陸、水及び沿岸の管理
陸、淡水、海洋の資源の調査 と開拓及びその維持
汚染 （Pollution） 環境 と人間の健康に関係す る空気、土地、海 、淡水
の汚染



























































































































評 点 定 義
α 5 非 常 に優 秀 （O utstandin g）：そ の研 究 分 野 の 上位 5 ％
α 4 優 秀 （E xcellence） ：そ の研 究 分 野 の 上位 5 ～ 2 0 ％
α 3 非 常 に 良 い （Vbry good） ：そ の研 究 分 野 の 上 位 2 0 ～ 3 5 ％
α 2 良 い （G ood）
α 1 メ リッ トは あ る
β 基 本 的 に は妥 当 ：得 られ る 知 識 は 使 え る も の の そ の 分 野 を 進 歩 させ る も の で は
な い








項 目 応募数 採択数 採択 率
標 準研究助成 4 3 4 件 1 1 2 件 2 6 ％



















































































































































































































5 ☆ 4．05 3．72
5 3．375 3．72
4 2．25 2．4
3 a 1．5 1．55






















































































































































































































































































































































































































R esponsive m ode D il℃Cted m cd e
施策レベル
研 究 会 議 の研 究 費 の うち 一定 額 を 各種のプげ ラムに研究費を割 り当てる。 所管研究所 ・調査所を有する研究会議は、
R e印OnSive m cd e の研究のために確保す・N E R C ：すべての fu ndin g の資金配分を 同研究機関の職員の給与、経常研究費等
る。 4 年に 1度見直す。 を助成する。
・E P SR C ：研究費助成の 50％以上は ・E SR C ：研究プげ ラム及び研究センダに約 2 ・N E R C ：すべての fu ndin g の資金配分
R eq ）OnSive m cd e とする。 千万ポンドを割当て を4 年に1 度見直す。
（資金割当て） ・E SR C ：約 1 5 百万ポンドを研究グラント
に割当て





①研究プログラム設定 ・B B SR C ：各研究機関への資金配分に機
・E P SR C 、N E R C ：研究会議内部 （含　 常 関評価を用いる。
設委員会）で設定 ・N E R C ：Core Am din g では5 年に一度





・E SR C ：研究セン9 －は中間点である 5 年 目
に評価を実施
②研究プログラムの成果評価







R e坤OnSive m d e D irected m d e
プロジェクトレベル































































































．Georghiou L．，Research evaluationin European nationalscience and technology
SyStemS，ResearchEvaluation，Vol．5，No．1，PP3－10，April1995

















































．Viner，N．，and Medland，T．，Engineering and PhysicalSciences Research Council，












































































































Research Evaluationin Post－Communist Europe，Chapter3，PP28・45，Budapest：
CentralEuropeanUniversityPress．








．J・Anderson andJ．Irvine，1987，British Expertisein R＆D Evaluation，Brussels：
CommissionoftheEuropeanCommunities．
’J・Irvine，1988，‘Evaluation Research Performance：Managing Sciencein a Steady







．Arnold E・，Developing an Evaluation Culturein Austrian Science and Technology
Policy，September1996
°EvaluationoftheGTSsysteminDenmark1995－97












Type TotaZC urrentA w ards （I996／97）Tota】N ew A w ards（1996！97）
B BSRC ＊ O ther B BSRC ● O thcr
PhD （excJuding C A SE）
Standard CA SE
lndustrialCA SE
M Sc （by ttleSis）
TaughtM Sc
M Res




























R Cgistratio ns S ubm lSSions
】9 93／94 1994／9 5 199 5！9（i 19 9 6 ／9 7























tJm berofpublicationsco．Jaboratlng W ith industry 3


















O PEN FUNDING （£k）
】舛6／97
2．1 1m亡Om CrrOm BllSRC
CompetitivePrqiectGrantsincIudingEquipm entGrants




including Levy Boards）　 b）Collaborations
EC Conm cts
OtJICrGoYem m entDepartm entsand ResearchCouncils
OtherRcseaTCh Incom e（incIudingfiom charitiesandoverseasgovem m ents）
什OTAL O PEN FUNDING　　　　　　　　　　　　　　　　 H 0．00
●brcon的cBtOan的nUa】va加or＞85，000，Pk貼elistindus打ialp血er（un】esscon抗den血l）乱ndvalue．
OP11996仲7





LIN K Program m e N um berofJnstitute Prqiects N unlberoflndustrialPartners A nnual V alueto the lrlStitute （£）＊
1996／97 1996／97 1996／97






N um berofnew alVards

































































Numberof－1icenslng agreem entSinvoIvlng COmPanieswith






















Unsa lSfactoけ ModestNatlOnaIly Nation釧y lntemationa川y













UnsatISfactoけ Satisfactory Goodb臼釧ent Outstanding























































































































































































































Degrees Degrees Degrees Degrees
asat asat AwardedAwarded Awarded Awarded
















































Biotechnology and Biological Sciences
ResearchCouncil





Comit6　National d’Evaluation de la
Recherche
CouncilforScienceandTbchnology
Committee of Vice－Chancellors and
PrincIPals of the Universities of the
UnitedKingdom
I）epartmentofTradeandIndustry











Particle Physics and Astronomy
ResearchCouncil
Policy Researchin Engineering Science
andTbchnology
UniversityofManchester
－140－
バイオテクノロジー・生物科学研
究会議
欧州合同原子核研究機関
研究会議付属中央研究所
評価国家委員会
研究評価国家委員会
科学技術会議
大学副学長校長会
貿易産業省
工学・自然科学研究会議
欧州宇宙機関
経済・社会研究会議
フルタイム換算
イングランド高等教育資金協議会
高等教育資金協議会
医学研究会議
自然環境研究会議
科学技術院
素粒子物理・天文学研究会議
マンチェスター大学工学科学技術
研究所
RAE
ROPA
SPRU
VSNU
ResearchAssessmentExercise
RealisingOurPotentialAward
SciencePolicyResearchUnit
UniversityofSussex
Verenlglng Van Samenwerkende
NederlandseUniversiteiten
－141－
大学の研究評価
（産業界との共同研究を行う者へ
の助成制度の名称）
サセックス大学科学政策研究部
オランダ大学連合


?????? ??????????????????〓
